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この連載は、人それぞれが「大切にしている言葉」を、経営者のみならず

さまざまな立場の方から、エピソードを交えてご紹介いただくものです。
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　幼い頃から我が家の掲額にあった「右受左授（うじゅさじゅ）」
という言葉で、私が今でも大切にしている言葉です。
　この言葉は人様から授かったものを独占するのではなく、より
良い形に変えて、次の人に伝えていく大切さを表したものです。
　人間は一過性の生き物で、何もかも自分で持って死ねるわけで
はありません。ですので（自分が先人から）受けたものを、欲を持
たず、皆に渡していけば、（その人たち、そしてその次の人たち）が
順番に良くなっていくと教えられました。ですから私も「右受左
授」を実践していかなければ世の中がうまくいかなくなると思
い、これを座右の銘としています。

大 阪 本 社◆ 大阪市中央区本町 3-6-4

事 業 内 容◆ LP ガス、エネルギー事業、水素などの産業ガス事
業など

創     業◆ 1930 年（昭和 5年）5月 5 日
資 本 金◆ 200 億 96 百万円

会社概要 岩谷産業　株式会社

第 9 回

株式会社村上技研産業　代表取締役

● 今月のご紹介者

『なぜ倒産 23社の破綻に学ぶ失敗の法則』

[ 概要 ]
破綻の真相には小説を超えるドラマがある ----
経営者向けの月刊誌「日経トップリーダー」が、帝国データ

バンク、東京商工リサーチの協力を得て、近年、経営破綻した中堅・
中小企業 23 社を徹底取材。その要因をあらゆる角度から分析す
ると、破綻に至るには一定のパターンがあることが見えてきた。
成功には定石がないが、失敗には定石がある。本書では 11 項目
の「破綻の定石」に分類し、教訓を示している。
どの事例も具体的でわかりやすく、経済ミステリーの短編集

を読んでいるようなスリリングな内容となっている。

　あまりにもインパクトのあるタイトルが目に留
まり購入しました。成功事例を取り上げた書籍は
多く出版されていますが、失敗事例だけをまとめ
たものは見たことがありません。それと、事例で
掲載されているのが中堅・中小企業ということも
あり、身近に感じました。

：この本を手に取られたきっかけについてQ 1

　成功事例の話をそのままコピーして自社で展開
するのは難しく、相当なアレンジが必要です。
　一方、失敗事例はアレンジすることなく自社
で活かせる場合が多いと思います。経営とはさ
まざまなブロックを積み重ねていくものです。
ただしそのブロックは一つの判断ミスで簡単に
崩れてしまう恐れがあります。そうならないた
めには、たくさんの失敗事例を学び、失敗の原
因を特定し、経営判断を行う転換期に判断ミス
をすることがないよう備える必要があります。

：この本をお薦めしたい理由についてQ 2

　私は、創業して45年経過しましたが、その間
オイルショック、プラザ合意による円高、バブ
ル崩壊等々を経験しました。事業の発展・継続
には、社会の移り変わりに敏感になることが大
切だと常に考えています。この本で示されてい
る「破綻の定石」を教訓として、さらに事業の
発展に結びつけられればと願っています。

　経営者および時代を担う管理職の方々にお薦め
したいです。時代の変化はますます激しくなり、
企業が抱えるリスクは増える一方です。この本を
参考に失敗リスクを減らしていただければと思い
ます。

：どういった方にお薦めしたいですかQ 3
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和泉市池上町３丁目９番５５号
1,000 万円
昭和４８年４月２１日
センサ・電子機器の開発、製作及び販売
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